
審議会等議事概要

令和４年度 第２回 滝川市国民健康保険運営協議会 議事概要

日 時 令和５年２月24日（金曜日） 午後６時00分～午後７時00分

開催場所 滝川市役所５階 庁議室

出席者

委 員：向井会長、池田委員、南博委員、本川委員、南登委員、外山委員、

岩橋委員

事務局：浦川市民生活部長、寺嶋保険医療課長、大橋課長補佐、栗木係長

議 事

１ 開 会

２ 会長挨拶

３ 市長挨拶

４ 議事録署名委員の選出

議事録署名委員 池田委員

５ 議 題

(１) 令和４年度国民健康保険特別会計決算見込について

質疑等

委 員 令和３年度普通交付金の精算による返還分の第三者納付金につい

ては、交通事故によって生じた保険給付費を市が立て替え払いした

ものということだが、交通事故の加害者側から令和４年度内に徴収

する目処は立っているのか。また、全額徴収可能なのか。

事務局 第三者行為の求償事務については北海道国民健康保険団体連合会

に委託しているが、現在加害者側と交渉中のため令和４年度内に徴

収できない可能性がある。また、交渉中の２件のうち１件は自賠責

保険と任意保険に加入しているが、もう１件は自賠責保険のみの加

入であるため全額徴収できない可能性がある。

(２) 令和５年度滝川市国民健康保険事業計画（案）について

質疑等

委 員 レセプト点検については職員を雇用し点検しているとのことだ

が、費用対効果はどのようになっているのか。

事務局 レセプト点検を行っている職員は主に資格の点検を行っており、

資格喪失後受診の再審査請求は年間数十件以上あること、また、レ



セプト点検については北海道国民健康保険団体連合会に委託してい

るが疑義のあるレセプトの一部については市でも点検し再審査請求

をするなど一定の効果を上げている。

委 員 滝川市におけるマイナンバーカードの交付率と国民健康保険の利

用登録者率はどの程度か。

事務局 滝川市のマイナンバーカードの交付率は令和５年１月末現在で

63.9％(人口38,780名のうち24,791名交付)、国民健康保険被保険者

については59.1％(被保険者数7,104名のうち4,196名交付)、国民健

康保険の利用登録者は令和４年12月末現在で37.6％(被保険者数

7,104名のうち2,668名登録)となっている。

委 員 国は今後、健康保険証の廃止を目指しているとのことだが、原則

発行しないようになるのか。

事務局 国で行っているマイナンバーカードと健康保険証の一体化に関す

る検討会の中間報告によると、令和６年秋頃に廃止を目指している

が、マイナンバーカード未取得や紛失された方などのために健康保

険証の代わりに資格確認書を発行する予定としている。

委 員 国民健康保険税のこれまでの収納率と令和４年度収納率の目標に

ついて教えて欲しい。

事務局 滝川市の収納率は令和３年度95.83％、令和２年度95.42％。全国

の収納率について直近で公表されているのは令和２年度だが、全国

平均は93.69％、全道平均は95.72％、滝川市の収納率は全国平均を

上回っているが、全道平均では同程度となっている。令和４年度の

収納率の目標は96.1％である。

(３) 令和５年度国民健康保険特別会計予算（案）について

質疑等

委 員 第３期データヘルス計画の策定とあるがどのような内容になるの

か。

事務局 データヘルス計画については健康課題を明確化し、特定健診や重

症化予防などの保健事業を実施することで、健康寿命の延伸や医療

費の適正化につなげることなどを目的としている。第３期計画は令

和６年度からの６年間で、計画の標準化、保健指導の評価方法の変

更、保健指導や保健事業の見える化などの変更が予定されている。

本会議においてご意見をいただきながら策定する。

(４) その他

質疑等

委 員 滝川市内に後期高齢者となる団塊世代は何名程度いるのか。

事務局 後期高齢者となった団塊世代は令和３年度で約600名だが、今後

は700名から800名を見込んでおり、毎年度200名から300名多い状況



が４年程度続くこととなる。

委 員 国はマイナンバーカードと健康保険証の一体化について令和６年

秋頃に健康保険証の廃止を目指していると説明があったが、具体的

にはどのような内容なのか。

事務局 令和６年に発行する従来の健康保険証について有効期限は１年間

とするがその後は廃止の予定。先ほど説明した資格確認書の有効期

限は１年間で発行手数料は無料の予定。なお、マイナンバーカード

の再発行については、最短で５日、長くても10日程度で発行できる

仕組みを創設する予定としている。今後、決定した情報が入り次第

報告させていただく。

委 員 ただいまの件について医療機関からの補足。令和５年４月から原

則、全ての医療機関ではマイナンバーカード読取装置の設置が義務

化されるため、マイナンバーカードを準備して医療機関を受診され

たほうがスムーズな流れとなる。ただし、しばらくの間は従来の健

康保険証が利用できるので承知いただきたい。

委 員 国から設置費用に係る補助金はあるのか。また、設置費用はどの

程度か。

委 員 補助金は令和５年３月までに届出を行えば受けられると聞いてい

る。設置費用は医療機関の規模によって異なる。

会議資料

(１) 令和４年度国民健康保険特別会計決算見込について

(２) 令和５年度滝川市国民健康保険事業計画（案）について

(３) 令和５年度国民健康保険特別会計予算（案）について

(４) その他

〇 出産育児一時金の引き上げについて

〇 国民健康保険税課税限度額の引き上げについて

〇 低所得者に係る保険税軽減判定所得基準額の引き上げについて

〇 新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険税減免申請件数

について

〇 新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の申請件数及び申請期間

延長について


